
（単位：千円）

番号 事業名 概要 予算現額 決算額 うち交付金 具体的な効果の検証

1 職員人件費（消防・救急等防疫手当） 消防（救急）活動等に必要な防疫手当を支給する。 1,730 1,730 1,730
消防・救急活動等を行う職員に対して防疫手当を支給することで、コロナ禍においても消
防・救急業務を継続することができた。

2 会計年度任用職員給与等（新型コロナウイルス感染症対策）
新型コロナウイルス感染症により解雇や内定を取り消された市民を会計
年度任用職員として雇用する。

17,128 11,481 11,481
新型コロナウイルス感染症により解雇や内定を取り消された市民を雇用することで、生活
支援を行うことができた。（雇用人数：13人）

3 病院事業会計繰出金（新型コロナウイルス感染症対策） 市立病院の運営に必要な感染防止対策を講じる。 126,735 126,735 126,735 感染対策を講じることで、市民が安心して市立病院に通える環境を整えることができた。

4 水道事業会計繰出金（新型コロナウイルス感染症対策） 775 622 622

5 下水道事業会計繰出金（新型コロナウイルス感染症対策） 1,375 936 936

6 公共施設環境整備事業（新型コロナウイルス感染症対策） 40,000 29,199 29,199

7 市民税等申告受付業務（新型コロナウイルス感染症対策） 市民税等申告受付に必要な感染防止対策を講じる。 1,889 1,845 1,845 感染対策を講じることで、安心して市民税等申告ができる環境を整えることができた。

8 ネットワーク網整備事業（新型コロナウイルス感染症対策） 1,426 1,099 1,099

9 テレワーク環境整備事業（新型コロナウイルス感染症対策） 12,797 12,203 12,203

10 学生への臨時特別給付金（新型コロナウイルス感染症対策） 市内大学に通学する困窮学生への給付金を支給する。 52,104 52,101 52,101
新型コロナウイルス感染症の影響を受け困窮する大学生に対し、修学の継続を目的として
給付金を支給する。（給付金交付件数：1,029件）

11 市内大学授業再開支援給付金（新型コロナウイルス感染症対策）
市内大学の感染防止を目的とした環境整備、衛生管理のための支援金
を給付する。

8,000 8,000 8,000
市内の大学を支援することで、感染症対策の徹底や対面での授業再開等を促すことがで
きた。（給付金交付件数：4件）

12 一般旅客自動車運送事業者支援事業（新型コロナウイルス感染症対策）
路線バス事業者等の感染防止を目的とした環境整備、衛生管理のため
の支援金を給付する。

6,811 6,811 6,811
路線バス事業者やタクシー事業者等に対して支援することで、コロナ禍で利用者が減少す
る中においても事業を継続することができた。（給付金交付件数：59社）

13 ごみ処理事業者等感染対策事業（新型コロナウイルス感染症対策）
ごみ収集事業者等の感染防止を目的とした環境整備、衛生管理のため
の支援金を給付する。

1,631 1,627 1,627
ごみ収集事業者等を支援することで、安心してごみの収集運搬作業を行うことができた。
（支援件数：9件）

14 新型コロナウイルス感染症対策支援事業 売上が減少した市内の飲食店等に対して給付金を支給する。 282,655 220,206 220,206
新型コロナウイルス感染症により売上が減った事業者を支援することで、市内経済の維持
に寄与することができた。

15 江別商工会議所補助金（新型コロナウイルス感染症対策）
江別商工会議所が実施する住宅リフォーム助成事業や地域活性化支援
事業に対する補助を行う。

52,000 51,276 51,276
住宅のリフォーム需要を喚起し、市内建設事業者の事業継続に寄与することができた。
（工事件数：643件）

16 プレミアム付商品券発行事業（新型コロナウイルス感染症対策） プレミアム付商品券を発行する。 360,577 360,117 264,866
市内の消費意欲を喚起し、市内事業者の売上増進を図り、地域経済の活性化に寄与する
ことができた。（商品券利用総額：1,238,271千円）

17 観光需要創出事業（新型コロナウイルス感染症対策） 観光需要を創出するためのイベントやキャンペーンを実施する。 19,423 11,512 11,512
観光や物産の需要を創出し、新型コロナウイルス感染症の影響受けた地域経済を活性化
することができた。（宿泊応援キャンペーン特産品配布数：1,050個、市内39店舗が参加の
パンとスイーツのオンライン併用スタンプラリーを実施：参加者総数約1,700名）

18 学生アルバイト雇用農業者給付金（新型コロナウイルス感染症対策） 学生をアルバイト雇用した農業者に対して給付金を支給する。 4,313 4,291 4,291
市内大学等に通う学生のアルバイト先と農業の労働力の確保を同時に達成することができ
た。（給付金交付件数：23件）

19 介護事業者連携事業（新型コロナウイルス感染症対策） 集団感染に備えた市内介護サービス提供体制を構築する。 7,516 6,577 6,577
コロナ禍においても介護事業者の連携を強化することで、感染拡大に伴い事業所等が臨
時休業等になった場合においても必要な介護サービスを必要な方に提供できる体制を構
築することができた。

20 新型コロナウイルス地域医療連携事業 集団感染に備えた市内医療提供体制を構築する。 32,491 28,940 23,436
コロナ禍においても市内医療機関の連携を強化することで、、医療需要が高まった場合に
おいても必要な医療サービスを必要な方に提供できる体制を構築することができた。

21 医療機関等給付金事業（新型コロナウイルス感染症対策）
病院、診療所・歯科・薬局・施術所に対して感染防止を目的とした環境整
備、衛生管理のための支援金を給付する。

51,843 51,842 43,468
病院等を支援することで、医療提供体制の確保・維持に寄与することができた。（給付金交
付件数：251件）

22 ＰＣＲ検査センター運営事業（新型コロナウイルス感染症対策） ドライブスルー型ＰＣＲ検査センターを設置し、運営する。 13,972 12,493 340
屋外ドライブスルー型PCR検査センターを設置することで、感染症の早期確認に寄与する
ことができた。（検査数：3,744人）

23 新型コロナウイルス感染症対策経費 公共施設等の運営に必要な感染防止対策を講じる。 57,223 57,149 28,400 感染対策を講じることで、安心して公共施設等を利用できる環境を整えることができた。

24 妊婦・乳幼児への訪問・遠隔相談事業（新型コロナウイルス感染症対策） 訪問やオンラインによる母子保健事業を実施する。 1,094 352 352
オンライン相談ができる環境を整備することで、コロナ禍であっても必要な母子保健事業を
継続することができた。

25 新型コロナウイルス感染症予防啓発事業 感染症に関する広報・啓発資材を作成し、普及啓発する。 7,355 5,224 5,224
新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識や予防方法を啓発することができた。（リー
フレット等配付人数：57,739人）

26
高齢者福祉施設職員等に対するＰＣＲ検査等実施事業（新型コロナウイルス
感染症対策）

高齢者福祉施設職員等に対する定期的なＰＣＲ検査を実施する。 20,841 20,840 20,840
高齢者福祉施設の職員等に対するPCR検査等を実施することで、安心して施設を利用で
きる環境を整えることができた。（検査数：897人）

27 子育て世帯応援図書カード配付事業 中学生以下の児童・生徒に対して図書カードを配布する。 31,408 31,148 31,148
外出自粛や休校等により自宅で過ごす児童・生徒に対し、本とのふれあいや家庭での学習
機会を創出することができた。（図書カード配付数：13,774件）

28 出産・子育て応援臨時給付金（新型コロナウイルス感染症対策） 特別定額給付金の基準日後に生まれた子に対して給付金を支給する。 60,401 58,044 53,244
新型コロナウイルス感染症の影響が大きい妊産婦の負担軽減等に寄与することができた。
（支給児童数：579件）

29 放課後児童クラブ従事者応援臨時給付金（新型コロナウイルス感染症対策） 放課後児童クラブに従事する職員に対して慰労金を支給する。 3,950 3,940 3,940
放課後児童クラブに従事する職員に慰労金を支給することで、職員を確保し、適切な体制
での運営を支援することができた。（給付金交付人数：80人）

30 保育施設等環境整備事業（新型コロナウイルス感染症対策） 保育施設等の運営に必要な感染防止対策を講じる。 91,596 51,577 142 感染対策を講じることで、安心して保育施設等を利用できる環境を整えることができた。

31 保育従事者等応援臨時給付金（新型コロナウイルス感染症対策） 保育施設等に従事する職員に対して慰労金を支給する。 44,785 44,785 44,785
民間保育施設に従事する職員に慰労金を支給することで、職員を確保し、適切な体制での
運営を支援することができた。（給付金交付人数：903人）

32 障害児通所支援事業運営費（新型コロナウイルス感染症対策）
子ども発達支援センターを利用する児童や保護者に対して、オンラインに
よる相談・支援を行える環境を整備する。

775 760 760
オンライン機器を整備することで、子ども発達支援センターを利用する児童や保護者に対し
て、適切な支援を行う環境を整えることができた。（オンライン支援実施回数：25回）

33 学校再開支援事業（新型コロナウイルス感染症対策） 小中学校の運営に必要な感染防止対策を講じる。 69,000 69,000 34,500 感染対策を講じることで、安心して小中学校に通える環境を整えることができた。

34 小中学校教育扶助費（新型コロナウイルス感染症対策） 一斉休校期間の食費相当額を就学援助認定世帯に対して給付する。 11,298 11,287 11,287
休校により学校給食の提供が中止になったことに伴う家庭の負担を軽減し、児童生徒がひ
としく義務教育を受けられる環境を整えることができた。（就学援助認定件数：1,471人）

35 GIGAスクール構想推進事業
国が進めるGIGAスクール構想を推進するため、小中学校にタブレット端
末及び多機能大型ディスプレイを整備する。

735,903 735,854 468,590
学習者用端末等をはじめとした機器を整備することで、ＩＣＴを活用した円滑な授業を実施
することができた。（学習者用端末整備台数：7,125件）

36 消防活動感染防止対策事業（新型コロナウイルス感染症対策） 消防活動の実施に必要な感染防止対策を講じる。 19,873 19,271 19,271
感染防止対策資器材を整備することで、コロナ禍においても消防活動が適切に行える環境
を整えることができた。

計 2,252,693 2,110,874 1,602,844

オンライン会議やテレワーク機器を導入することで、感染対策を講じることができた。

庁舎に網戸等を設置することで、換気環境等を改善させ、感染防止対策を講じることがで
きた。

○令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した実施事業一覧

感染防止対策のため庁舎等への網戸設置及び蛇口交換を行う。

オンライン会議やテレワークの導入に必要な機器等を整備する。


